
宇
都
宮
市
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電
車
）
の

導
入
計
画
を
強
引
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
問
題
で
、

日
本
共
産
党
栃
木
県
委
員
会
と
民
主
党
、
社
民
党
の

県
代
表
と
市
民
、
地
権
者
ら
が
５
日
、
石
井
啓
一
国

土
交
通
大
臣
あ
て
に
計
画
の
認
定
に
慎
重
に
対
応
す

る
よ
う
陳
情
し
ま
し
た
。

陳
情
に
は
共
産
党
の
塩
川
鉄
也
・
梅
村
さ
え
こ
両

衆
院
議
員
、
野
村
せ
つ
子
県
議
と
荒
川
つ
ね
お
・
福

田
く
み
子
両
宇
都
宮
市
議
、
民
主
党
の
福
田
昭
夫
衆

院
議
員
、
田
城
郁
参
院
議
員
、
社
民
党
の
福
島
瑞
穂

参
院
議
員
ら
１
９
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
は
今
年
１
月
、
国
交
省
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画

を
事
業
申
請
し
ま
し
た
。
今
回
の
駅
東
部
地
域
の
計

画
だ
け
で
も
４
５
８
億
円
を
投
入
す
る
大
事
業
。
陳

情
書
は
同
導
入
の
可
否
を
住
民
投
票
で
決
定
す
る
よ

う
求
め
る
市
民
の
声
に
市
長
が
背
を
向
け
て
い
る
な

ど
を
指
摘
。
市
が
「
最
も
重
要
な
市
民
合
意
が
な
さ

れ
な
い
ま
ま
強
引
に
着
手
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

批
判
し
、
国
交
省
に
対
し
計
画
の
認
定
に
慎
重
な
姿

勢
で
対
応
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

軌
道
ル
ー
ト
上
に
あ
る
平
石
地
区
の
地
権
者
で
あ

る
菊
地
倫
史
さ
ん
は
、
平
石
中
央
小
直
近
を
通
過
す

の

り

ひ

と

る
現
行
ル
ー
ト
の
危
険
性
を
指
摘
し
、
「
国
交
省
は

現
地
視
察
に
来
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

塩
川
衆
院
議
員
は
「
事
業
費
用
の
増
大
や
住
環
境

悪
化
な
ど
、
住
民
の
不
安
に
応
え
な
い
ま
ま
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
交
省
は
住
民
の
声
を
聞
い
て

対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

応
対
し
た
国
交
省
の
担
当
者
は
「
慎
重
に
精
査
す

る
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
市
議
会
議
員
で
は
、
日
本
共
産
党
の
他
、

市
民
連
合
の
今
井
恭
男
・
中
塚
英
範
議
員
、
社
民
の

宇
賀
神
文
雄
議
員
、
未
来
の
久
保
井
永
三
議
員
が
出

席
し
ま
し
た
。
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３党の国会議員とともに国交省に陳情書を手渡すLRT問題連絡会の代表と

地権者の皆さん

そろって国交省へ要請
共産

民主 社民

市民団体

地権者 とともに
いまだ 市民合意なし・・・
ＬＲＴ 軌道特許 ←認可 慎重にせよ!!

国交省の担当者に訴えるＬＲＴ計画への適切な対応を求める塩川氏

（奥左から５人目）、梅村氏（左隣）と地元議員や市民の皆さん＝5日 国交省

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
へ
の
宇
都
宮
市
民
の
合
意
形
成
状
況
に

つ
い
て
説
明
に
立
っ
た
荒
川
つ
ね
お
議
員
は
、
「
国
の

後
押
し
の
も
と
、
日
本
初
の
軌
道
新
設
に
よ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ

建
設
と
い
う
こ
と
で
、
市
民
は
大
歓
迎
に
包
ま
れ
て
い

る
筈
と
思
う
だ
ろ
う
が
、
現
実
は
、
そ
ん
な
状
況
な
ど

ひ
と
か
け
ら
も
な
い
。
ほ
ん
の
一
部
の
人
た
ち
を
除
い

て
圧
倒
的
市
民
は
ソ
ッ
ポ
を
向
い
て
い
る
。
栃
木
県
選

出
の
自
民
党
国
会
議
員
で
さ
え
も
『
全
体
的
な
盛
り
上

が
り
が
な
い
。
具
体
的
に
県
民
・
市
民
に
語
っ
て
ほ
し

い
』
と
注
文
を
付
け
て
い
る
有
様
だ
」
と
指
摘
。

「
国
交
省
は
、
宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
へ
の
技
術

的
助
言
や
指
導
よ

り
も
、
大
元
の
市

民
合
意
形
成
の
重

要
性
に
つ
い
て
助

言
・
指
導
す
る
こ

と
こ
そ
、
国
が
二

百
数
十
億
円
の
血

税
を
注
ぎ
込
む
上

で
の
責
任
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
。

ＬＲＴ事業への市民合意形成について

国交省に説明する荒川議員



安
全
保
障
関
連
法(

戦
争
法)

の
廃
止

に
向
け
、
共
産
党
は
も
ち
ろ
ん
、
民
主
・

社
民
等
、
党
派
を
超
え
、
国
民
運
動
の

み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
２
０
０

０
万
筆
の
統
一
署
名
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

２
月
６
日
に
は
、
県
弁
護
士
会
館
に

お
い
て
「
戦
争
法
の
廃
止
と
立
憲
主
義

の
回
復
を
求
め
る
栃
木
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク(

略
省

戦
争
法
廃
止
栃
木
県
民
ネ
ッ

ト)

」
が
、
加
盟
団
体
な
ど
か
ら
約
１
０

０
名
の
参
加
で
設
立
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
栃
木
県

の
約
４
分
の
１
の
人
口
を
占
め
る
宇
都

宮
市
で
様
々
な
平
和
運
動
の
団
体
や
個

人
が
、
戦
争
法
廃
止
の
運

動
に
力
を
結
集
し
よ
う
と
、

準
備
会
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
弁
護
士
の
石
田
弘

太
郎
氏
ら
５
人
が
発
起
人

と
な
っ
て
「
戦
争
法
廃
止
・

９
条
守
れ
宇
都
宮
市
民
の

会
」(

仮
称)

設
立
を
目
ざ

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
２
回
の

準
備
会
の
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
も
連
携
が
必
要
で
あ
る

こ
や
、
さ
ら
に
参
加
団
体
・

個
人
加
盟
者
を
広
げ
る
こ

と
、
と
り
わ
け
宣
伝
行
動

な
ど
市
民
へ
ア
ピ
ー
ル
は

共
同
す
る
こ
と
が
効
果
的
な
ど
具
体
的

な
提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
毎

月
一
九
日
に
は
共
同
宣
伝
を
行
う
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
１
９
日
に
は
共
同
宣
伝

東
武
デ
パ
ー
ト
北
口
で

７
日
の
準
備
会
で
は
、
設
立
総
会
を

待
た
ず
に
、
２
月
１
９
日
に
共
同
宣
伝

を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
夕
方
の

１
６
時
か
ら
、
東
武
デ
パ
ー
ト
北
口
・

オ
リ
オ
ン
通
り
入
口
で
、
一
斉
宣
伝
と

署
名
行
動
を
行
い
、
そ
の
後
県
民
ネ
ッ

ト
が
行
う
二
荒
山
宣
伝
に
合
流
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

日本共産党宇都宮市議員団
定 例 無 料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 2月13日（土）
3月12日（土）

◇会 場 宇都宮市コミュニティセンター 創作室
※1月の相談会は休ませていただきます。

お急ぎの方は下記までご連絡ください。

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）
土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。
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午後2時～4時

２
月
７
日
宇
都
宮
市
の
総
合
コ
ミ

セ
ン
で
、
若
者
の
ト
ー
ク
集
会
コ
ミ
ュ

カ
フ
ェ
「
し
ゃ
べ
り
ん
房
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
宇
都
宮
大
学
で
安
保
法

制
反
対
声
明
の
呼
び
か
け
人
代
表
で

も
あ
る
清
水
奈
名
子
先
生
を
講
師
に

迎
え
て
の
学
習
ト
ー
ク
集
会
。
清
水

先
生
は
国
際
社
会
学
科
准
教
授
で
、

国
際
機
構
論
、
国
際
関
係
論
、
国
際

法
が
専
門
の
研
究
者
で
す
。

中
国
や
北
朝
鮮
は
脅
威
か

前
半
の
講
義
で
は
、
安
保
法
制
に

賛
成
し
て
い
る
側
の
主
張
に
つ
い
て

中
国
や
北
朝
鮮
の
脅
威
論
を
取
り
上

げ
、
世
界
各
国
の
防
衛
費
の
比
較
を

示
し
圧
倒
的
な
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力

の
現
実
の
中
で
、
中
国
や
北
朝
鮮
は

脅
威
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
や
、
日

米
安
保
条
約
が
あ
っ
て
も
ア
メ
リ
カ

は
国
益
が
な
け
れ
ば
必
ず
日
本
を
守

る
保
証
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
テ
ロ

や
難
民
問
題
、
経
済
格
差
、
失
業
、

差
別
環
境
破
壊
な
ど
の
「
国
際
問
題
」

の
中
で
武
力
行
使
に
よ
っ
て
解
決
で

き
る
問
題
は
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
あ

る
の
か
な
ど
資
料
を
基
に
解
き
明
か

し
ま
し
た
。

ま
た
、
安
保
法
制
の
国
会
論
議
の

中
で
安
倍
首
相
は
「
徴
兵
制
は
あ
り

え
な
い
」
と
強
弁
し
た
が
、
格
差
社

会
が
広
が
る
中
で
「
経
済
的
徴
兵
」

へ
進
む
こ
と
は
明
ら
か
と
指
摘
し
ま

し
た
。

み
ん
な
の
熱
意
で
変
え
よ
う

後
半
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
思
い
を
活
発
に
出

し
合
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
Ｓ
さ
ん

は
、
「
自
分
は
、
社
会
を
変
え
る

の
は
災
害
・
戦
争
・
産
業(

経
済)

そ
し
て
熱
意
だ
と
考
え
て
い
る
。

み
ん
な
の
熱
意
で
、
変
え
て
い
き

た
い
。
安
保
法
制
が
お
か
し
い
と

い
う
根
拠
を
勉
強
で
き
て
よ
か
っ

た
。
み
ん
な
の
熱
意
を
引
き
出
す

た
め
に
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

り
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。

コミュカフェ「しゃべりん房」で学習トーク集会
宇都宮大学国際学部 清水奈名子先生を迎えて

グループ討議、発表を行う参加者

講義をする清水奈名子

宇都宮大学国際社会学科准教


